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て
は
、
以
前
発
表
し
た
鍋
島
本
藩
の
『
芸
暉
閣
經
籍
志
』
の
対
照
表
や
、

二
千
六
年
七
月
発
行
の
『
佐
賀
縣
立
圖
書
館
藏
蓮
池
鍋
島
藩
關
係
書
籍
目

錄
對
照
表
』
に
も
触
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
た
だ

こ
れ
ら
の
蓮
池
関
係
の
蔵
書
目
録
に
は
、
明
確
に
漢
籍
分
類
を
意
識
し
た

も
の
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、
無
視
し
得
な
い
資
料
価
値
を
持

つ
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
成
立
年
を
特
定
し
て
お
ら
ず
、
目
録
相

互
の
影
響
関
係
や
目
録
編
纂
の
順
序
等
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
検
討
す

る
必
要
の
あ
る
こ
と
も
同
時
に
述
べ
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
『
國

學
院
雑
誌
』
特
集
号
の
場
を
借
り
て
、
こ
れ
ら
の
目
録
の
特
質
や
編
纂
時

期
等
の
検
討
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
お
お
か
た
の
ご
批
正

は
じ
め
に

　

佐
賀
県
立
図
書
館
の
蓮
池
鍋
島
家
資
料
の
う
ち
、
当
時
の
藏
書
目
録
が

五
種
保
存
さ
れ
て
い
る
。『
鳴
琴
堂
祕
藏
經
籍
譜
』・『
鳴
琴
堂
續
藏
書
目

錄
』・「
旧
蓮
池
文
庫
目
録
１
」・「
旧
蓮
池
文
庫
目
録
２
」・「
旧
蓮
池
文
庫

目
録
３
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
筆
者
は
従
来
鍋
島
藩
に
お
け
る
漢
籍
の
受
容

に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
て
き
た
が
、
そ
の
た
め
の
資
料
と
し
て
当
時
の

実
態
に
ち
か
い
も
の
と
し
て
古
文
書
を
渉
猟
す
る
う
ち
に
、
こ
れ
ら
の
目

録
の
存
在
に
気
付
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
目
録
の
持
つ
価
値
に
つ
い

佐
賀
県
立
図
書
館
蓮
池
文
庫
蔵
書
籍
目
録
の
基
礎
的
考
察

高
山
節
也
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を
た
ま
わ
り
た
い
。

一　

各
目
録
の
書
誌
と
特
質

　

ま
ず
こ
れ
ら
五
種
の
目
録
の
書
誌
と
大
ま
か
な
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て

お
き
た
い
。『

鳴
琴
堂
祕
藏
經
籍
譜
』（
蓮
０
９
１
／
５
）

写
本
全
一
冊　

匡
郭
左
右
双
辺　

縦
十
三
・
三　

横
十
・
一
（
単
位
㎝
）　

八
行
二
十
一
字
内
外　

版
心
「
經
」「
史
」
等
部
目
墨
書　

表
紙
左
上
に

「
鳴
琴
堂
祕
藏
經
籍
譜
」
の
墨
書
あ
り　

全
八
十
一
丁　

う
ち
墨
付
き
四

十
六
丁　

本
書
外
形
は
縦
十
八
・
九　

横
十
二
・
九　

匡
郭
内
書
名
下
部

に
一
部
墨
書
書
名
書
き
入
れ　

匡
郭
上
部
に
一
部
朱
筆
書
名
書
き
入
れ
あ

り
　

ま
ず
本
文
内
容
に
入
る
前
に
、
本
目
録
の
「
鳴
琴
堂
」
に
つ
い
て
言
及

し
て
お
き
た
い
。「
鳴
琴
堂
」
が
蓮
池
鍋
島
藩
第
八
代
鍋
島
直
與
（
な
お

と
も
）
の
雅
号
で
あ
る
こ
と
は
、
現
存
す
る
『
鳴
琴
堂
印
藪
』（
蓮
０
７

４
／
１
）
に
、
石
齋
刻
と
し
て
「
蓮
池
／
侯
印
」「
家
在
菡
／
萏
江
上
」「
鳴

琴
／
堂
圖
／
書
章
」「
藤
直
與
印
」「
字
／
靖
卿
」「
摂
津
／
太
守
／
章
」

を
一
括
し
て
「
古
銅
鑄
印
六
方
面
」
と
す
る
こ
と
で
も
明
白
で
あ
る
。
ち

な
み
に
、
菡
萏
は
蓮
の
つ
ぼ
み
を
、
摂
津
太
守
は
直
與
が
摂
津
守
に
叙
任

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
本
目
の
名
称
は
、
鍋
島
直
與
の

蔵
書
目
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
「
祕
藏
」
と
す
る
の
は
、
特
に

秘
密
裏
に
所
蔵
し
た
の
で
は
な
く
、
中
国
に
お
い
て
皇
帝
の
蔵
書
を
祕
書

と
い
っ
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
の
目
録
が
直

與
生
前
の
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
後
に
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し

た
い
。

　

本
文
冒
頭
に
「
經
類
九　

一
曰
易
類　

二
曰
書
類　

三
曰
詩
類　

四
曰

春
秋
類　

五
曰
禮
樂
類　

六
曰
孝
經
類　

七
曰
總
經
類　

八
曰
四
書
類　

九
曰
小
學
類
」
の
分
類
項
目
が
列
記
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
末

尾
に
総
数
が
計
上
さ
れ
、
經
類
末
尾
に
「
通
算
經
九
類
二
百
一
十
三
部
一

千
一
百
單
九
本
」
と
記
録
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
以
下
の
三
類
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
注
意
す
る
べ
き
は
、
經
類
冒
頭
の
配
列
が

本
文
中
に
お
い
て
入
れ
替
わ
る
部
分
の
あ
る
こ
と
で
、「
總
經
・
四
書
」

が
本
文
で
は
「
四
書
・
總
經
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

次
「
史
類
七　

一
曰
正
史
類　

二
曰
編
年
類　

三
曰
雜
史
類　

四
曰
傳

記
類　

五
曰
史
評
類　

六
曰
故
事
類　

七
曰
地
理
類
」　

史
類
末
尾
に

「
通
算
史
七
類
一
百
一
十
六
部
九
百
一
十
四
本
」
と
あ
る
。
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次
「
子
類
八　

一
曰
諸
子
類　

二
曰
儒
家
類　

三
曰
雜
家
類　

四
曰
小

説
家
類　

五
曰
兵
家
類　

六
曰
醫
家
類　

七
曰
藝
術
家
類　

八
曰
類
書

類
」　

子
類
末
尾
に
「
通
算
子
八
類
四
百
七
十
七
部
一
千
六
百
九
十
七
本
」

と
あ
る
。

　

次
「
集
類
三　

一
曰
別
集
類　

二
曰
總
集
類　

三
曰
文
史
類
」 

集
類
末

尾
に
「
通
算
三
類
七
十
部
六
百
八
十
一
本
」
と
あ
る
。

　

次
「
墨
本
雖
屬
書
藝
古
來
編
目
未
嘗
置
于
經
史
子
集
中
別
自
爲
一
類
今

亦
從
是
」
と
あ
り　

墨
本
末
尾
に
「
通
算
墨
本
類
一
十
一
部
六
十
一
本
」

と
あ
る
。　

以
上
こ
こ
ま
で
が
お
お
む
ね
漢
籍
で
あ
る
。

　
　

以
下
和
書

　

本
文
冒
頭
「
和
書
類
七　

一
曰
和
歌
類　

二
曰
和
歌
史
類　

三
曰
傳
記

類　

四
曰
神
道
類　

五
曰
故
事
類　

六
曰
地
理
類　

七
曰
雜
書
類
」　

各

部
末
尾
通
算
は
「
和
歌
類
」「
和
歌
史
類
」
以
外
は
な
い
た
め
、
筆
者
の

計
量
に
よ
れ
ば
、
全
部
で
一
百
二
十
五
部
一
千
一
十
四
本
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
、
漢
籍
和
書
全
書
の
総
計
は
七
百
七
十
三
部
五
千
三
百
四
十

一
本
と
な
る
。
実
際
に
は
各
書
名
の
下
部
等
に
書
き
入
れ
の
増
加
分
が
あ

る
の
で
、
さ
ら
に
実
数
は
増
加
す
る
が
、
本
目
録
成
立
時
の
実
数
は
、
全

書
総
計
数
が
こ
れ
に
当
た
る
。
和
書
に
つ
い
て
も
相
応
の
分
類
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
計
量
が
全
体
の
総
計
に
及
ん
で
い
な
い
こ
と
や
、「
傳
記
類
」

以
下
の
総
計
を
省
く
点
等
に
鑑
み
て
、
本
目
録
の
編
纂
意
図
の
中
心
は
恐

ら
く
漢
籍
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
こ
と
と
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
本
目
録
の
分
類
に
つ
い
て

は
、
漢
籍
が
四
部
分
類
に
よ
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
先
ず
注
目
し

て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
こ
の
手
の
旧
式
な
書
目
に
お
い
て
、
四
部
分
類
が

実
際
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
さ
に
よ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
四
部

分
類
の
類
目
構
成
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
易
・
書
・
詩
・

春
秋
・
禮
樂
・
孝
經
・
總
經
・
四
書
・
小
學
」
の
順
と
な
る
が
、
四
部
分

類
の
伝
統
に
お
い
て
は
『
新
唐
書
』
藝
文
志
の
「
易
・
書
・
詩
・
禮
樂
・

春
秋
・
孝
經
・
論
語
・（
讖
緯
）・
經
解
・
小
學
」
の
よ
う
に
、
禮
（
樂
）

を
春
秋
の
前
に
置
く
の
が
一
般
で
あ
ろ
う
。
一
方
論
語
（
後
の
論
孟
あ
る

い
は
四
書
）
と
經
解
の
順
序
に
つ
い
て
は
、『
新
唐
書
』
藝
文
志
に
お
い

て
は
論
語
の
後
に
經
解
を
置
く
。
こ
れ
は
本
目
録
が
実
質
的
に
は
四
書
の

後
に
總
經
を
置
く
の
と
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
種
の
混
乱
の
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
が
、
其
の
実
は
『
通
志
堂
經
解
』
に
お
け
る
子
目
各
書
の
配
列

に
、
本
目
録
が
準
拠
し
た
結
果
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
目
経
部

中
の
『
通
志
堂
經
解
』
子
目
の
配
列
が
、
原
本
經
解
の
配
列
に
ほ
と
ん
ど

一
致
す
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。

　

史
部
の
分
類
に
つ
い
て
は
七
項
目
を
立
て
る
が
、『
新
唐
書
』
藝
文
志

が
十
三
項
目
、『
明
史
』
藝
文
志
が
十
項
目
、『
四
庫
全
書
總
目
』
が
十
五

項
目
で
あ
る
こ
と
等
に
た
い
し
て
少
な
い
。
た
だ
こ
の
少
な
さ
は
我
が
国
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に
お
け
る
漢
籍
収
集
に
み
え
る
、
四
部
全
体
に
占
め
る
史
部
の
少
な
さ
と

い
う
傾
向
性
に
も
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
史
部
文
献
が

経
部
春
秋
類
か
ら
独
立
し
て
い
く
過
程
で
の
、
史
部
文
献
の
自
然
増
加
の

こ
と
に
鑑
み
て
も
、
歴
史
を
鑑
と
し
て
認
識
す
る
中
国
的
歴
史
観
へ
の
関

心
の
程
度
が
示
唆
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

子
部
の
分
類
は
八
項
目
を
立
て
る
。
子
部
は
『
七
略
』
九
流
十
家
の
変

貌
の
過
程
で
、
学
派
の
衰
退
等
に
よ
っ
て
統
合
や
廃
止
が
な
さ
れ
、
た
と

え
ば
『
四
庫
全
書
總
目
』
の
十
四
家
（
儒
家
・
兵
家
・
法
家
・
農
家
・
醫

家
・
天
文
算
法
・
數
術
・
藝
術
・
譜
錄
・
雜
家
・
類
書
・
小
説
家
・
釋

家
・
道
家
）
の
よ
う
な
現
状
に
到
達
し
て
い
る
の
だ
が
、
本
目
録
に
お
い

て
は
、
実
際
の
収
蔵
状
況
に
あ
わ
せ
て
少
数
の
も
の
は
統
廃
合
し
て
新
た

に
「
諸
子
」
項
目
を
立
て
、
儒
家
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
宋
明
学
系
の
文

献
に
統
括
し
、
十
書
に
満
た
な
い
そ
の
他
の
項
目
、『
荀
子
』
等
の
儒
家
、

『
老
子
』
等
の
道
家
、『
韓
非
子
』
等
の
法
家
、『
淮
南
子
』
等
の
雜
家
は
、

す
べ
て
こ
の
項
目
に
統
合
し
た
。
そ
の
ほ
か
、「
小
説
家
」
の
総
計
が
九

十
九
部
と
い
う
群
を
抜
い
た
数
値
を
示
す
の
は
、『
説
鈴
』『
龍
威
祕
書
』

『
知
不
足
齋
叢
書
』
等
の
子
目
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
項
目
に
配
分
し
た

結
果
で
、
特
に 

『
龍
威
祕
書
』
の
子
目
な
ど
は
現
存
の
漢
籍
分
類
目
録
の

分
類
に
対
比
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
が
小
説
家
類
に
分
類
さ
れ
る
と
い
っ
た

結
果
を
得
る
の
で
あ
っ
て
、
本
目
録
編
纂
者
の
力
量
が
確
か
め
ら
れ
よ

う
。
な
お
今
述
べ
た
分
類
目
録
的
構
成
に
つ
い
て
は
、
四
部
分
類
の
採
用

と
同
様
に
当
時
の
目
録
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
稀
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ

の
点
に
つ
い
て
も
本
目
録
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ

る
。

　

集
部
は
三
類
を
立
て
る
。
集
部
冒
頭
に
は
現
今
で
は
「
楚
辭
類
」
を
立

て
る
の
が
一
般
で
あ
る
が
、
本
目
録
で
は
こ
れ
を
省
い
て
「
總
集
類
」
に

入
れ
る
の
は
『
楚
辭
』
に
お
け
る
複
数
の
編
著
者
の
認
識
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。『
歷
代
名
臣
奏
議
』
を
こ
こ
に
含
め
る
の
も
同
様
で
あ
る
。
な

お
集
部
の
分
類
に
つ
い
て
は
、『
新
唐
書
』
藝
文
志
は
「
楚
詞
・
別
集
・

總
集
」、『
宋
史
』
藝
文
志
は
「
楚
辭
・
別
集
・
總
集
・
文
史
」、『
四
庫
全

書
總
目
』
は
「
楚
辭
・
別
集
・
總
集
・
詩
文
評
」
と
な
る
。「
文
史
」
を

「
詩
文
評
」
と
す
る
の
は
現
今
の
目
録
の
一
般
的
傾
向
で
、『
明
史
』
藝
文

志
が
「
別
集
・
總
集
・
文
史
」
の
三
項
立
て
で
あ
る
の
は
、「
楚
辭
」
の

あ
つ
か
い
を
含
め
て
特
殊
で
あ
り
、
本
目
録
は
こ
れ
に
倣
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。「
文
史
」
中
に
尺
牘
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
、「
別
集
」
末
尾
に

『
鳴
琴
堂
詩
文
稿
』
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

『
鳴
琴
堂
詩
文
稿
』
は
蓮
池
藩
第
八
代
藩
主
鍋
島
直
與
に
か
か
わ
る
も
の

で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
目
の
成
立
と
も
か
ら
め
て
、
特
に
後
述
す
る
こ

と
と
な
ろ
う
。

　

本
来
な
ら
四
部
分
類
は
こ
こ
で
終
了
す
る
が
、
こ
の
後
和
書
類
以
前
に
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特
に
「
墨
本
類
」
を
立
て
た
の
は
、
本
目
録
の
大
特
徴
で
あ
り
、
編
纂
者

の
特
別
な
意
識
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
は
簡
易
な
序
が
あ

り
、「
書
藝
に
属
す
る
墨
本
は
本
来
経
史
集
中
に
は
置
か
れ
ず
、
お
の
ず

か
ら
一
類
を
為
し
た
」
と
い
う
。
た
と
え
ば
中
国
南
北
朝
末
期
の
「
法
書

目
録
」
の
よ
う
な
も
の
を
意
識
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
直
與
の
文

化
事
業
や
本
人
の
詩
文
・
書
画
・
管
弦
嗜
好
に
鑑
み
て
、
こ
れ
を
特
化
し

た
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
和
書
三
点
を
含
む
十
一
点
の
法

帖
は
、
本
目
と
は
別
の
旧
目
録
２
に
多
数
の
法
帖
を
一
括
す
る
の
と
好
対

照
と
な
る
。
各
目
録
成
立
の
順
序
等
の
問
題
と
も
絡
む
要
素
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

　

こ
れ
以
降
は
和
書
目
録
と
な
る
。

　

和
書
も
七
種
の
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
和
書
に
お
い
て
は
漢
籍
の

よ
う
に
定
ま
っ
た
分
類
基
準
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ

に
あ
る
「
和
歌
」
と
「
和
歌
史
」
を
区
分
す
る
ご
と
き
は
、
や
は
り
独
特

な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
配
当
さ
れ
て
い
る
書
名

に
よ
れ
ば
、「
和
歌
」
は
『
古
今
和
歌
集
』
や
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
よ
う

な
和
歌
本
来
の
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
れ
は
当
然
と
い

え
ば
当
然
で
あ
ろ
う
が
、「
和
歌
史
」
に
つ
い
て
は
、『
土
佐
日
記
』
や

『
徒
然
草
』
の
よ
う
な
何
ら
か
の
事
実
を
土
台
に
し
た
よ
う
な
も
の
が
想

定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
事
実
に
つ
い
て
そ
れ
が
歴
史
的
事
実
に
か

か
わ
る
と
「
伝
記
類
」
と
し
て
分
類
さ
れ
、『
平
家
物
語
』
や
『
甲
陽
軍

艦
』
等
が
配
当
さ
れ
る
。「
神
道
類
」
は
神
書
関
係
、「
故
事
類
」
は
有
職

故
実
や
法
令
等
、「
地
理
類
」「
雜
書
類
」
は
説
明
の
要
は
あ
る
ま
い
。

　

こ
こ
で
、
本
目
全
体
の
量
的
構
成
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
漢
籍
に
つ

い
て
は
、
経
部
・
二
百
十
三
部
千
百
九
冊
、
史
部
・
百
十
六
部
九
百
十
四

冊
、
子
部
・
四
百
七
十
七
部
千
六
百
九
十
七
冊
、
集
部
七
十
部
六
百
八
十

一
冊
、
墨
本
・
十
一
部
六
十
一
冊
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
八
百
八
十
七

部
四
千
四
百
六
十
二
冊
で
あ
る
。（
こ
れ
ら
の
数
値
は
本
目
に
元
々
計
上

さ
れ
た
数
値
に
よ
る
）

　

和
書
関
係
書
は
百
二
十
六
部
全
千
十
四
冊
か
ら
な
っ
て
お
り
、
本
目
全

体
の
千
十
三
部
五
千
四
百
七
十
六
冊
に
占
め
る
割
合
は
、
部
数
で
約
十
二

パ
ー
セ
ン
ト
、
冊
数
で
は
約
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
本
目
に
占
め
る

和
書
の
割
合
が
約
二
割
弱
で
あ
る
こ
と
は
、
当
時
の
文
献
認
識
が
漢
学
に

傾
倒
し
て
い
る
実
情
に
よ
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
し
、
鍋
島
直
與
自
身
の
嗜

好
や
思
想
に
か
か
わ
る
一
面
も
あ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ

い
て
は
、
他
の
目
録
の
書
誌
や
特
質
の
解
説
の
後
に
、
総
括
的
に
検
討
し

た
い
。

　

な
お
本
目
下
部
ま
た
は
上
部
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
計

上
し
て
い
な
い
が
、
目
録
成
立
に
関
す
る
検
討
に
お
い
て
は
重
要
な
資
料
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と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

『
鳴
琴
堂
續
藏
書
目
錄
』（
蓮
０
９
１
／
４
）

写
本
全
一
冊　

無
匡
郭　

書
形
縦
二
十
七
・
九
横
二
十
・
〇　

五
行
字
数

不
定　

表
紙
中
央
「
鳴
琴
堂
續
藏
書
目
錄
」
墨
書　

第
一
丁
表
冒
頭
に

「
鳴
琴
堂
續
藏
書
目
錄
」
標
題
あ
り　

表
紙
共
全
十
一
丁
（
墨
付
き
十
丁
）　

一
部
墨
書
注
記
等
書
き
入
れ　

本
文
は
箱
番
号
四
十
番
か
ら
五
十
番
に
よ

る
配
列　

分
類
な
し　

全
七
十
二
部
四
百
四
十
五
冊
（
巻
軸
十
一
本
を
含

む
）　

　

書
名
か
ら
判
断
し
て
、
本
目
は
『
鳴
琴
堂
祕
藏
經
籍
譜
』（
以
下
『
經

籍
譜
』）
編
纂
以
後
の
増
補
分
の
目
録
と
い
う
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
の
増

補
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
結
果
を
得
た
。

　

末
尾
の
巻
軸
も
の
十
一
本
は
唐
津
の
住
人
木
崎
氏
の
画
本
で
書
籍
で
は

な
い
た
め
、
総
数
か
ら
除
外
し
て
計
数
す
る
と
、
邦
人
に
よ
る
編
著
書
は

概
数
二
十
部
で
、
漢
学
関
係
や
漢
文
表
記
を
除
け
ば
、
純
粋
の
和
書
は
五

指
に
満
た
な
い
。
そ
れ
以
外
は
お
お
む
ね
漢
籍
で
、
四
部
に
よ
る
分
類
は

な
い
が
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る
文
献
は
、
経
部
が
十
五
部
、
史
部
が
五

部
、
子
部
が
十
部
、
集
部
が
十
四
部
（
そ
れ
ぞ
れ
準
漢
籍
含
む
）、
総
数

四
十
四
部
で
全
六
十
一
部
の
過
半
数
を
占
め
る
。
し
か
も
残
る
十
七
部
の

う
ち
、
李
退
渓
関
係
朝
鮮
漢
文
二
部
と
、
賴
襄
『
日
本
外
史
』
や
古
賀
煜

『
崇
程
』
等
の
日
本
漢
文
を
除
外
す
れ
ば
、
純
粋
の
国
書
は
さ
ら
に
減
少

す
る
の
で
、
お
お
む
ね
増
補
内
容
は
漢
学
的
方
向
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
鍋
島
直
與
の
集
書
傾
向
や
嗜
好
を
濃
厚
に
反
映

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
古
賀
樸
『
中
庸
纂
釋
辨
誤
』
古
賀
煜

『
崇
程
』
撰
人
未
詳
『
摘
録
』
に
は
、
本
文
同
筆
で
「
直
與
公
御
筆
」
の

注
記
が
あ
り
、
と
す
れ
ば
本
目
の
編
纂
は
直
與
と
は
や
や
距
離
を
置
い
た

人
物
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
本
目
は
『
鳴
琴
堂
祕
藏
經
籍

譜
』
編
纂
の
後
、
な
ん
ら
か
の
き
っ
か
け
に
よ
っ
て
取
り
急
ぎ
編
集
さ
れ

た
書
籍
目
録
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
後
に
触
れ
る
「
旧
蓮
池
文
庫
目

録
２
」
に
み
る
よ
う
に
、
漢
籍
叢
書
等
、
直
與
の
蔵
書
印
を
持
つ
増
加
文

献
が
か
な
り
の
量
に
の
ぼ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
本
目
録
に
著
錄
さ
れ

な
い
の
は
、
本
目
録
完
成
以
後
の
収
集
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
可
能
性
は

高
い
。

　

な
お
本
目
記
載
の
書
名
中
二
十
四
部
が
『
經
籍
譜
』
と
重
複
し
て
い
る

こ
と
も
不
可
解
で
は
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
う
ち
の
十
部
は
『
經
籍
譜
』
本

文
下
部
、
あ
る
い
は
上
部
の
別
筆
書
き
入
れ
と
重
複
し
て
お
り
、
其
の
部

分
は
『
經
籍
譜
』
編
纂
以
後
の
収
蔵
本
が
『
經
籍
譜
』
に
別
筆
に
て
増
補

記
入
さ
れ
、
さ
ら
に
本
目
が
編
纂
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
新
た
に
本
目
に
入
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項
さ
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
問
題
は
な
い
。
む
し
ろ
『
經
籍
譜
』
本
文
と
の

重
複
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
参
考
ま
で
に
本
文
と
の
重
複
本
を
す
べ
て
列
挙

し
て
お
く
。（
）
内
は
『
經
籍
譜
』
冊
数
で
あ
る
。

古
文
孝
經
一
冊
（
同
）
現
存
一
冊　

文
公
家
禮
四
冊
（
二
冊
）　

二

禮
儀
略
四
冊
（
同
）
現
存
闕
三
冊

伊
洛
淵
源
錄
五
冊
（
三
冊
）　

唐
鑑
音
註
六
冊
（
同
）　

名
臣
言
行
録

六
冊
（
同
）
現
存
闕
一
冊

春
秋
左
氏
傳
十
五
冊
（
同
）　

中
庸
輯
略
二
冊
（
同
）　

中
庸
纂
釋
辨

誤
三
冊
（
同
）

論
孟
精
義
十
四
冊
（
同
）　

杜
工
部
千
家
註
八
冊
（
同
）　

杜
詩
集
註

二
十
四
冊
（
同

補
註
李
太
白
集
十
冊
（
十
二
冊
）
現
存
十
冊　

圓
機
活
法
二
十
冊

（
同
）

ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
、『
經
籍
譜
』
編
纂
以
後
帯
出
の
こ
と
が
あ
っ

て
、
本
目
編
纂
に
あ
た
っ
て
戻
さ
れ
て
き
た
た
め
新
規
に
入
項
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
推
測
に
す
ぎ
な
い
が
。

　

佐
賀
県
立
図
書
館
に
は
蓮
池
藩
関
係
旧
目
録
と
し
て
、
三
種
の
写
本
が

一
括
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。（
蓮
０
９
１
／
１
～
３
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
そ
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
書
誌
・
特
質
等
に
つ
い
て
み
て
い
く

こ
と
と
し
た
い
。
な
お
以
下
各
目
録
の
標
題
は
、
昭
和
六
十
年
佐
賀
県
立

図
書
館
編
『
蓮
池
鍋
島
家
文
庫
目
録
』
に
よ
る
。

「
旧
蓮
池
文
庫
目
録
１
」（
蓮
０
９
１
／
１
）

写
本
全
一
冊　

匡
郭
双
辺　

縦
十
七
・
九
横
十
一
・
九　

有
界　

単
魚
尾　

十
行
字
数
不
定　

茶
刷
り
の
原
稿
箋
に
墨
書　

共
表
紙
墨
付
き
五
十
七
丁　

五
十
八
丁
以
下
末
丁
七
十
三
丁
ま
で
無
字

　

分
類
区
分
等
は
な
く
、
収
納
箱
あ
る
い
は
棚
番
号
と
思
わ
れ
る
「
二

番
」「
中
い
印
」
等
の
区
分
が
あ
る
。
和
書
漢
籍
含
め
て
千
七
十
六
部
六

千
四
百
七
十
五
冊
が
記
載
さ
れ
る
。
た
だ
し
本
目
に
は
冊
数
不
明
の
も
の

や
箱
数
で
記
載
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
総
冊
数
は
個
々
の
明
ら
か
に

さ
れ
た
冊
数
の
み
で
計
上
し
て
い
る
た
め
、
実
数
は
こ
れ
を
か
な
り
上
回

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

収
納
番
号
は
「
二
番
」
か
ら
始
ま
り
、
こ
こ
は
ほ
と
ん
ど
が
漢
籍
で
、

『
經
籍
譜
』
の
通
志
堂
本
の
約
半
数
を
中
心
に
記
載
さ
れ
る
。
次
い
で

「
四
番
」
も
お
お
む
ね
漢
籍
で
、
史
部
正
史
類
や
経
部
・
子
部
が
混
在
し

て
い
る
。
そ
れ
以
後
は
和
書
・
漢
籍
が
混
在
し
、
特
に
定
ま
っ
た
編
纂
基

準
の
よ
う
な
も
の
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
各
番
号
に
相
当
数
の
飛
び
番
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が
あ
る
こ
と
も
奇
妙
で
は
あ
る
。
た
だ
本
目
は
、
収
載
部
数
が
最
も
多
い

こ
と
、
鍋
島
直
與
編
著
書
が
多
数
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
維
新
以
後
に

か
か
わ
る
文
献
と
み
な
し
う
る
『
政
體
京
都
府
職
制
』『
太
政
官
日
誌
』

の
記
載
が
あ
る
こ
と
等
、
他
の
目
録
と
の
関
係
や
編
纂
時
期
の
判
断
に
欠

か
せ
な
い
資
料
を
含
ん
で
い
る
点
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
記
載
叢

書
は
『
通
志
堂
經
解
』（
子
目
一
部　

総
名
な
し
）『
漢
魏
六
朝
叢
書
』（
増

訂
漢
魏
叢
書　

総
名
の
み
）『
説
鈴
』（
総
名
の
み
）
の
三
部
を
収
め
る
。

「
旧
蓮
池
文
庫
目
録
２
」（
蓮
０
９
１
／
２
）

写
本
全
一
冊　

花
獣
紋
飾
匡
郭　

縦
十
四
・
九
横
十
二
・
五　

有
界　

無

魚
尾　

八
行
字
数
不
定　

横
波
線
文
様
表
紙　

表
紙
左
上
無
字
題
簽
貼
付　

全
六
十
丁　

墨
付
き
五
十
三
丁　

匡
郭
内
墨
書
書
名
増
補
あ
り

　

本
文
に
は
分
類
が
あ
る
が
、
漢
籍
と
漢
籍
以
外
の
も
の
を
同
等
に
扱
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
法
帖
部
」
は
古
今
の
能
筆
を
集
め
た
も
の
で
、

書
画
に
堪
能
で
あ
っ
た
鍋
島
直
與
と
の
関
係
が
深
い
も
の
、「
譯
書
部
」

「
海
防
部
」
は
幕
末
維
新
に
か
か
わ
る
社
会
的
要
請
に
基
づ
く
も
の
で
、

和
書
・
洋
書
等
混
在
す
る
が
、
洋
書
は
基
本
的
に
訳
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
も
直
與
と
の
関
係
に
は
相
応
に
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
つ
い

で
「
經
傳
部
」「
史
乘
部
」「
諸
子
部
」「
詩
文
部
」「
醫
方
部
」
ま
で
が
お

お
む
ね
漢
籍
で
あ
る
が
、
四
部
分
類
末
尾
に
医
書
を
附
記
し
た
点
、
独
自

の
観
点
が
み
ら
れ
る
。
最
後
に
「
古
書
部
」
で
再
び
和
書
に
戻
る
。
こ
こ

は
純
然
た
る
本
邦
古
典
籍
や
国
史
・
故
事
等
を
記
載
し
て
、
訳
書
・
海
防

と
対
応
し
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
。
本
目
に
も
漢
籍
叢
書
の
記
載
が
あ
る

が
、『
經
解
』（
通
志
堂
經
解
）『
稗
海
』『
檀
几
叢
書
』『
漢
魏
六
朝
叢
書
』

（
増
訂
漢
魏
叢
書
）『
龍
威
祕
書
』『
知
不
足
齋
叢
書
』『
説
鈴
』『
隨
園
三

十
種
』
は
、
ご
く
一
部
の
み
現
存
す
る
經
解
を
除
い
て
、
相
当
の
現
存
量

を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
な
お
『
經
籍
譜
』
の
項
で
も
ふ
れ
た
が
、
本
目
録

の
著
錄
は
『
經
籍
譜
』
編
纂
後
に
収
集
さ
れ
た
も
の
を
多
く
含
ん
で
い
る

可
能
性
が
高
い
点
、
注
目
に
値
す
る
目
録
で
あ
る
。

「
舊
蓮
池
文
庫
目
録
３
」（
蓮
０
９
１
／
３
）

写
本
全
一
冊　

雷
文
匡
郭　

縦
十
七
・
八
横
十
一
・
九　

有
界　

無
魚
尾　

九
行
字
数
不
定　

原
稿
箋
に
複
数
手
に
よ
り
墨
書　

卍
崩
し
紋
表
紙　

全

四
十
九
丁　

墨
付
き
同

　

本
目
は
ご
く
一
部
を
除
い
て
す
べ
て
和
書
で
あ
り
、
簡
単
な
分
類
が
あ

る
。
部
目
は
「
物
語
部
」（
巳
ノ
箱
）「
歌
書
部
」（
巳
ノ
箱
）「
随
筆
部
」
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（
午
ノ
箱
）「
雜
書
部
」（
午
ノ
箱
・
未
ノ
箱
）「
柳
營
」（
未
ノ
箱
）「
地
圖

部
」（
未
ノ
箱
）「
書
畫
部
」（
未
ノ
箱
・
申
ノ
箱
）「
火
術
部
」（
申
ノ
箱
）

「
衣
冠
部
」（
申
ノ
箱
）「
傳
書
部
」（
酉
ノ
箱
）「
樂
書
部
」（
酉
ノ
箱
・
戌

ノ
箱
）
神
書
部
」（
戌
ノ
箱
）「
佛
書
部
」（
戌
ノ
箱
）
か
ら
な
る
。
し
た
が
っ

て
相
対
的
に
『
經
籍
譜
』
と
の
重
複
は
少
な
く
、
旧
目
１
・
２
と
の
重
複

が
多
い
。
全
七
百
六
十
二
部
中
旧
目
１
と
の
重
複
は
三
百
九
十
四
部
、
旧

目
２
と
の
重
複
は
百
十
二
部
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
い
ず
れ
と
も
重
複
が
少

な
く
、
旧
目
３
の
独
自
な
収
載
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
が
「
佛
書
部
」
で

あ
り
、
旧
目
２
と
の
重
複
が
特
に
少
な
い
の
が
「
柳
營
」「
書
畫
部
」「
傳

書
部
」「
樂
書
部
」
で
あ
る
。
ま
た
「
雜
書
部
」
に
お
い
て
も
、
国
内
遊

記
や
将
棋
・
茶
道
・
食
物
等
、
か
な
り
多
岐
に
わ
た
っ
て
重
複
の
少
な
さ

が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
旧
目
３
に
お
け
る
和
書
収
載
の
独
自
性
に
よ
る
可

能
性
も
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
旧
目
１
と
３
の
共
通
性
と
し
て
和
書
の

網
羅
的
収
載
が
あ
り
、
３
は
和
書
に
特
化
し
た
う
え
で
分
類
を
も
加
え
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

二　

各
目
録
の
関
係
と
成
立
に
つ
い
て

　

本
節
で
は
各
目
録
の
関
係
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
成
立
の
状
況
を
も
推

定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
録
の
資
料
価
値
を
特
定
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
ま

ず
各
目
録
に
か
か
わ
る
確
定
的
事
項
や
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た

い
。

　
『
鳴
琴
堂
祕
藏
經
籍
譜
』
に
お
い
て
は
、
標
題
に
鍋
島
直
與
の
雅
号
を

冠
し
て
「
鳴
琴
堂
祕
藏
」
を
う
た
い
、
四
部
分
類
を
基
底
と
し
た
分
類
目

録
を
形
成
す
る
専
門
性
を
示
し
、
直
與
本
人
の
『
鳴
琴
堂
詩
文
稿
』
を
集

部
別
集
類
末
尾
に
置
く
。
本
来
こ
こ
に
邦
人
の
編
著
書
を
配
置
す
る
の
は

分
類
基
準
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
目
編
纂
の
専
門
性
に
鑑
み
て
こ

れ
を
敢
え
て
強
行
し
た
こ
と
に
む
し
ろ
意
味
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
こ
と
は
存
命
す
る
有
能
な
藩
主
へ
の
気
遣
い
に
よ
る

と
い
え
な
い
か
。
本
目
の
続
編
で
あ
る
『
鳴
琴
堂
續
藏
書
目
錄
』（
以
下

『
續
目
錄
』）
に
は
「
直
與
公
御
筆
」
の
注
記
が
三
点
の
文
献
に
わ
た
っ
て

付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
注
記
を
付
す
る
理
由
は
な
に
か
。
筆
者
の

想
定
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
『
經
籍
譜
』
は
直
與
在
世
中
に
有
能
な
儒
者
に
命
じ
て
、
直
與
個
人
の

蔵
書
目
録
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
。
つ
い
で
直
與
に
か
か
わ
る
何
ら
か
の
理

由
に
か
か
わ
っ
て
、『
經
籍
譜
』
編
纂
以
後
に
収
集
さ
れ
た
文
献
を
『
續

目
錄
』
と
し
て
急
遽
編
纂
し
た
が
、
そ
の
折
直
與
自
筆
の
文
献
が
加
え
ら

れ
る
に
あ
た
っ
て
、「
直
與
公
御
筆
」
の
注
記
を
付
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
本
目
録
の
掲
載
文
献
数
が
極
め
て
少
数
で
あ
る
こ
と
は
、『
經
籍
譜
』

編
纂
以
後
本
目
編
纂
ま
で
の
時
間
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
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い
か
。『
續
目
録
』
は
そ
れ
以
後
の
早
い
時
期
に
、『
經
籍
譜
』
は
そ
れ
以

前
と
な
ろ
う
。
そ
れ
以
前
の
年
代
を
よ
り
厳
密
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

「
鳴
琴
堂
」
の
号
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
用
い
ら
れ
た
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
稿
第
一
節
冒
頭
に
お
い
て
『
鳴
琴
堂
印
藪
』
を
引
き
、
石
齋
刻
と
し

て
「
蓮
池
／
侯
印
」「
家
在
菡
／
萏
江
上
」「
鳴
琴
／
堂
圖
／
書
章
」「
藤

直
與
印
」「
字
／
靖
卿
」「
摂
津
／
太
守
／
章
」
を
一
括
し
て
「
古
銅
鑄
印

六
方
面
」
と
す
る
こ
と
に
触
れ
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
直
與
が
「
鳴
琴

堂
」
の
号
を
使
用
し
て
い
た
証
拠
と
な
る
が
、『
鳴
琴
堂
印
藪
』
に
は

「
天
保
庚
子
孟
秋
初
六
日　

菡
萏
漁
者
」
の
年
記
が
あ
る
。
菡
萏
漁
者
は

『
鳴
琴
堂
印
藪
』
に
複
数
の
別
刻
同
印
が
鈐
印
さ
れ
、
直
與
本
人
の
別
号

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
す
れ
ば
「
鳴
琴
堂
」
の
号
は
天
保
庚
子
（
十

一
年
）
に
は
す
で
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
天
保
十

一
年
か
ら
直
與
逝
去
の
元
治
元
年
ま
で
は
二
十
四
年
の
間
が
あ
り
、
そ
の

間
に
入
手
さ
れ
た
書
籍
に
も
ラ
ン
ダ
ム
に
鈐
印
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
經
籍
譜
』
所
収
の
書
籍
に
す
べ
て
こ
の
鈐
印
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
經
解
本
に
つ
い
て
は
約
十
部
の
現
存
本
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に

は
ほ
と
ん
ど
鳴
琴
堂
印
は
な
く
、
そ
の
か
わ
り
「
芙
蓉
／
館
／
藏
書
」
の

印
が
各
書
に
み
え
る
。
ま
た
十
七
史
に
つ
い
て
も
、
現
存
す
る
汲
古
閣
本

に
は
「
成
章
／
館
／
藏
書
」
の
印
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
現
存
本
と

の
関
係
で
い
え
ば
、『
觀
妙
齋
藏
金
石
文
攷
略
』
に
「
鳴
琴
／
堂
圖
／
書

記
」
の
印
が
あ
る
が
、『
經
籍
譜
』
に
は
こ
の
書
が
著
錄
さ
れ
て
い
な
い
。

經
解
と
十
七
史
は
大
正
十
一
年
中
野
紹
太
郎
著
『
蓮
池
傳
記
』
蓮
池
傳
記

編
纂
部
に
よ
れ
ば
、
明
和
五
年
河
野
忠
右
衛
門
に
よ
っ
て
經
解
八
十
秩
・

十
七
史
三
十
秩
が
献
上
さ
れ
、
す
べ
て
学
寮
に
置
か
れ
た
と
い
う
。
と
す

れ
ば
成
章
館
は
蓮
池
藩
学
の
名
称
で
あ
る
が
、
芙
蓉
館
は
そ
の
前
身
の
名

称
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
が
『
經
籍
譜
』
に
は
揃
っ
て
著
錄
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
鳴
琴
堂
が
直
與
の
号
で
あ
り
、『
經
籍
譜
』
が
直

與
の
蔵
書
目
録
で
あ
り
、『
續
目
録
』
が
『
經
籍
譜
』
以
後
の
直
與
収
集

文
献
の
目
録
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
お
お
む
ね
了
解
し
う
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
す
べ
て
の
書
籍
が
網
羅
さ
れ
た
目
録
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
確

か
め
ら
れ
た
ご
と
く
で
あ
る
。

　

次
に
、
目
録
中
に
補
記
さ
れ
た
書
名
が
、
他
の
目
録
の
本
文
中
に
入
項

さ
れ
る
例
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
書
名
補
記
の
実
例
は
『
經
籍

譜
』
と
「
旧
目
２
」
に
み
ら
れ
る
。『
經
籍
譜
』
は
本
文
下
段
に
別
手
に

て
二
段
書
き
で
補
記
さ
れ
る
が
、
お
お
む
ね
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
項
目
の
末

尾
に
近
い
部
分
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。「
旧
目
２
」
の
場
合
は
や
は

り
別
手
に
て
各
項
目
末
尾
に
本
文
の
あ
と
に
続
け
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。

　

再
度
確
認
す
る
が
、
た
と
え
ば
『
經
籍
譜
』
本
文
の
下
段
に
別
手
で
書
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き
込
ま
れ
た
書
名
は
、
本
文
作
成
の
後
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
作
成
中
に
新
た
な
資
料
を
発
見
す
れ
ば
、
本
文
に
続

け
て
記
載
す
る
は
ず
で
あ
る
。『
經
籍
譜
』
の
場
合
は
分
類
項
目
全
書
の

記
載
を
終
え
、
次
の
項
目
名
も
（
あ
る
い
は
そ
れ
に
属
す
る
書
名
も
）
記

載
し
終
え
た
後
で
、
補
記
を
書
き
入
れ
る
た
め
に
前
項
末
尾
の
下
段
か
ら

一
行
ず
つ
遡
及
し
て
い
く
と
い
う
体
裁
を
と
る
。「
旧
目
２
」
の
場
合
は

余
白
が
十
分
に
あ
り
、
そ
の
余
白
に
別
手
に
て
継
ぎ
足
し
て
い
く
と
い
う

体
裁
で
あ
る
。
で
は
以
下
に
典
型
的
事
例
を
選
択
し
て
示
す
。
な
お
各
書

名
上
の
数
値
は
、
前
記
対
照
表
に
記
し
た
各
書
目
上
の
存
在
位
置
を
示

す
。

　

・『
鳴
琴
堂
祕
藏
經
籍
譜
』
に
お
け
る
補
記

　
　
　
　

冊
数
同
の
事
例

15a/3g

『
隷
辨
』
８
冊
…
…「
續
目
」7a/2　
「
旧
目
１
」7b/9　
「
旧

目
３
」28a/7

47a/8g

『
延
喜
式
』
50
冊
…
…
「
旧
目
１
」9a/10　
「
旧
目
２
」

50b/3　
「
旧
目
３
」31a/5

下
部
三
種
の
目
録
に
は
す
べ
て
本
書
が
当
初
か
ら
入
項
さ
れ
て
お

り
、
三
種
目
録
は
す
べ
て
『
經
籍
譜
』
よ
り
後
発
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
三
種
の
う
ち
の
順
序
は
不
明
で
あ
る
。

33b/3g

『
東
垣
十
書
』
20
冊
…
…
「
旧
目
２
」43a/1

本
書
は
「
旧
目
２
」
に
初
め
て
入
項
さ
れ
、
そ
の
他
に
は
み
え
な

い
。

37b/8g

『
李
退
溪
書
抄
』
10
冊
…
…
「
續
目
」1b/5

本
書
は
「
續
目
」
に
初
め
て
入
項
さ
れ
、
そ
の
他
に
は
み
え
な
い

も
の
で
あ
る
。

　
　

冊
数
不
同
の
事
例

7a/9g 

『
呂
氏
讀
詩
記
』
12
冊
…
…
「
旧
目
１
」10a/9

16
冊 

又

48b/9

２
冊　
「
旧
目
２
」25a/3

16
冊

「
旧
目
１
」
十
六
冊
本
に
は
「
内
貳
本
不
足
」
の
注
記
が
あ
り
、

48b/9

の
二
冊
を
加
え
て
十
六
冊
と
な
る
。
現
存
本
は
十
四
冊

で
、48b/9

が
失
わ
れ
た
形
で
あ
る
。「
旧
目
２
」
は
本
来
の
冊

数
で
あ
ろ
う
。『
經
籍
譜
』
の
十
二
冊
は
不
明
。

26b/2g

『
五
雜
俎
』
16
冊
…
…「
旧
目
１
」14b/4

８
冊　
「
旧
目
２
」

32a/6

８
冊　
「
旧
目
３
」17s/7

８
冊

下
部
三
種
目
録
は
す
べ
て
八
冊
で
、
一
括
し
て
『
經
籍
譜
』
よ
り

八
冊
少
な
い
。

25a/2g

『
讀
書
錄
』
12
冊
…
…
「
續
目
」2a/3

６
冊　
「
旧
目
１
」

12a/4
６
冊　
「
旧
目
２
」32a/8

６
冊

前
項
と
同
様
一
括
し
て
『
經
籍
譜
』
よ
り
六
冊
少
な
い
。
た
だ
し
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こ
こ
で
は
「
續
目
」
が
加
わ
る
。

43a/1g

『
栄
花
物
語
』
41
冊
…
…「
旧
目
１
」12b/2

９
冊 「
旧
目
２
」

52a/1
21
冊　
「
旧
目
３
」2a/6

21
冊

「
旧
目
１
」
が
九
冊
、「
旧
目
２
・
３
」
が
二
十
一
冊
で
、「
旧
目

１
」
の
減
少
が
最
も
多
く
、
他
の
二
目
は
同
数
で
『
經
籍
譜
』
の

約
半
数
と
な
っ
て
い
る
。

45a/7g

『
参
考
太
平
記
』
40
冊
…
…
「
旧
目
１
」8b/1

41
冊　
「
旧

目
２
」53a/3

41
冊

「
旧
目
１
・
２
」
と
も
に
四
十
一
冊
で
、『
經
籍
譜
』
よ
り
一
冊
多

い
。『
經
籍
譜
』
の
誤
記
を
旧
目
が
訂
正
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

　

数
値
の
変
動
が
か
な
り
多
く
、
同
一
書
で
あ
る
か
疑
わ
し
い
場
合
も
あ

る
が
、
お
お
む
ね
書
き
入
れ
部
分
の
書
名
を
目
録
本
文
に
入
項
し
て
い
る

こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
目
録
が
『
經
籍
譜
』
よ
り
後
に
編
纂
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
「
旧
目
１
」「
旧
目
２
」「
旧
目
３
」

の
編
纂
順
序
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
要
す

る
。
そ
の
た
め
に
こ
れ
ら
三
種
の
旧
目
録
に
お
け
る
補
記
の
事
例
を
次
に

取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
補
記
の
顕
著
な
の
は
「
旧
目
２
」
で
あ
る
の
で
、

お
の
ず
か
ら
事
例
は
こ
こ
に
集
約
さ
れ
る
。

　

・「
旧
蓮
池
文
庫
目
録
２
」
に
お
け
る
補
記

57b/1

『
應
仁
記
』
１
冊
…
…『
經
籍
譜
』45b/2g

１
冊　
「
旧
目
１
」

56a/5 

１
冊

本
書
は
下
部
二
種
の
目
録
に
み
え
る
が
、
そ
の
う
ち
『
經
籍
譜
』

は
再
補
記
部
分
で
あ
る
の
で
、
正
式
入
項
は
「
旧
目
１
」
か
ら
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
再
補
記
は
下
段
補
記
の
下
部
に
別
手
で
記

入
さ
れ
た
も
の
で
、
第
一
補
記
よ
り
も
遅
れ
て
記
入
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

58a/8

『
盛
長
私
記
』
14
冊
…
…『
經
籍
譜
』45a/2

26
冊　
「
旧
目
１
」

9a/8

14
冊　
「
旧
目
３
」36a/1

14
冊

本
書
は
「
旧
目
２
」
の
補
記
部
分
に
記
載
さ
れ
、「
旧
目
１
・
３
」

が
い
ず
れ
も
十
四
冊
で
入
項
し
て
い
る
。「
旧
目
２
」
の
原
本
部

分
が
「
旧
目
１
」
や
「
旧
目
３
」
に
先
行
す
る
こ
と
の
証
拠
と
な

り
う
る
資
料
で
あ
る
。「
旧
目
１
」
と
「
旧
目
３
」
の
前
後
関
係

を
含
め
て
、
な
お
資
料
の
精
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

57a/5

『
本
朝
通
紀
』
20
冊
…
…
「
旧
目
１
」11b/9

20
冊

58a/5

『
北
条
九
代
記
』
12
冊
…
…
「
旧
目
１
」11b/10

12
冊 

こ
れ
は
い
ず
れ
も
「
旧
目
１
」
の
み
に
入
項
さ
れ
た
例
で
あ
る
。

『
經
籍
譜
』
に
も
み
え
な
い
。

57b/4

『
鷹
口
伝
書
』
３
冊
…
…
「
旧
目
１
」17b/4

３
冊　
「
旧
目

３
」36a/6

３
冊
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『
盛
長
私
記
』
の
場
合
と
同
様
の
事
例
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
ち
ら

に
は
『
經
籍
譜
』
の
記
載
が
な
く
、「
旧
目
１
」
～
「
旧
目
３
」

内
部
で
の
資
料
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
旧
目
の
関
係
を
示
唆
す
る
資
料
を
掲
げ
て
、「
旧
目
２
」
が

「
旧
目
１
」
や
「
旧
目
３
」
に
先
行
す
る
目
録
で
あ
る
可
能
性
の
強
い
こ

と
を
示
し
た
。
な
お
「
旧
目
１
」
と
「
旧
目
３
」
の
前
後
関
係
に
つ
い
て

は
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
っ
た
ん
視
点
を
か
え
て
、
各
目
録
の
成
立

時
期
に
関
係
し
て
、
な
ん
ら
か
の
意
味
を
持
ち
う
る
記
述
に
つ
い
て
述
べ

る
こ
と
と
し
た
い
。

　

・
各
目
録
に
お
け
る
史
料
記
述

　

鍋
島
直
與
は
名
君
と
し
て
名
高
い
と
同
時
に
、
文
人
と
し
て
も
評
価
の

高
い
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
生
前
に
残
し
た
文
人
と
し
て
の
業
績
は

十
指
に
あ
ま
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
目
録
上
に
求
め
て
み
る
と
以
下

の
よ
う
に
な
る
。

『
經
籍
譜
』 38b/1

『
鳴
琴
堂
詩
文
稿
』
５
冊
冊
数
抹
消

38b/1j

『
鳴
琴
堂
稿
』
６
冊
書
き
入
れ

『
續
目
錄
』 3a/4

『
中
庸
纂
釋
辨
誤
』
３
冊
直
與
公
御
筆

3b/2

『
崇
程
』
２
冊
直
與
公
御
筆

3b/3

『
摘
錄
』
２
冊
直
與
公
御
筆

「
旧
目
１
」 9b/6 『
朝
聞
日
抄
』
15
冊
直
與
編
（
国
總
）

10a/7

『
金
石
文
字
記
』
４
冊
直
與
編
（
国
總
）

13a/7

『
天
賜
園
書
畫
徵
』
１
冊

15b/2

『
鳴
琴
堂
印
藪
』
１
冊
天
保
十
一
年
直
與
自
序

19a/2

『
金
石
堂
誌
稿
』
１
冊
直
與
編
（
国
總
）　　

24a/9

『
天
賜
園
書
畫
記
』
１
冊　
　

36b/4

『
天
賜
公
御
臨
書
』
21
冊

37b/2

『
天
賜
公
御
臨
書
』
９
冊
壱
帙
入
り

38a/3

『
天
賜
公
御
臨
書
』
３
冊

38a/4

『
同
』
１
冊

39a/1

『
天
賜
園
硯
識
』
１
冊

39a/7

『
鳴
琴
堂
稿
』
１
冊

39b/8

『
天
賜
園
御
寫
本
』
１
冊

40b/5

『
天
賜
園
準
躾
表
稿
』
１
冊　
　

40b/7

『
天
賜
製
藥
誌
稿
』
１
冊

44b/6

『
鳴
琴
樂
徵
』
40
冊

51b/3

『
鳴
琴
堂
巾
箱
叢
書
集
』
１
冊

「
旧
目
３
」 40b/4

『
鳴
琴
堂
樂
徵
』
40
冊

　
「
經
籍
譜
」
に
お
い
て
『
鳴
琴
堂
詩
文
稿
』
を
入
項
し
た
に
も
か
か
わ
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ら
ず
冊
数
を
抹
消
し
た
の
は
、
詩
文
の
数
が
そ
の
時
点
で
確
定
し
て
お
ら

ず
、
同
書
上
部
に
『
鳴
琴
堂
稿
』
６
冊
を
書
き
入
れ
る
時
点
で
、
作
品
数

が
確
定
し
た
た
め
で
は
な
い
か
。
本
目
の
補
記
は
す
で
に
触
れ
た
が
、
基

本
は
各
分
類
項
目
末
尾
の
書
名
下
部
に
あ
り
、
上
部
書
き
入
れ
は
極
め
て

特
異
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
書
き
入
れ
が
か
な
り
遅
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
し
か
も
冊
数
訂
正
に
重
要
な
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
本
来
四
部
分
類
は
漢
籍
分
類
で
あ
る
の
で
、
そ
の
集

部
に
邦
人
の
詩
文
集
を
入
項
す
る
の
は
異
常
で
あ
る
。
そ
れ
を
敢
え
て
し

た
の
は
直
與
に
対
す
る
編
纂
者
の
敬
意
の
表
出
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば

そ
の
直
與
が
な
お
一
冊
分
の
詩
文
を
も
の
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
冊
数
の
訂

正
は
必
至
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
推
測
す
る
な
ら
、
そ
の
訂
正
の

時
期
は
直
與
没
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
『
鳴
琴
堂

稿
』
は
「
旧
目
１
」
に
も
著
錄
さ
れ
て
い
る
が
、
冊
数
は
一
冊
で
、
同
本

と
す
れ
ば
か
な
り
の
欠
損
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
旧
目
１
」
の
編
纂
時

期
の
問
題
と
も
か
か
わ
る
の
で
、
後
に
再
度
ふ
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
『
續
目
錄
』
の
「
直
與
公
御
筆
」
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
は
、
公
が
諡

と
し
て
使
用
さ
れ
る
例
も
あ
り
、
直
與
没
後
の
尊
称
で
あ
る
可
能
性
も
あ

る
が
、「
旧
目
２
」
に
お
け
る
掲
載
文
献
の
増
加
に
鑑
み
て
そ
の
可
能
性

は
極
め
て
低
い
。
む
し
ろ
す
で
に
推
測
し
た
よ
う
に
、
急
遽
本
目
を
編
集

し
た
き
っ
か
け
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
は
、
本
稿

下
文
に
お
い
て
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
「
旧
目
１
」
は
極
め
て
多
く
の
直
與
関
係
文
献
を
著
錄
し
て
い
る
。『
朝

聞
日
抄
』『
金
石
文
字
記
』『
金
石
堂
誌
稿
』
に
つ
い
て
は
、『
国
書
総
目
録
』

に
直
與
の
編
著
書
で
あ
る
こ
と
の
言
及
が
あ
り
、
こ
こ
に
抽
出
し
た
。

「
金
石
堂
」
が
直
與
の
雅
号
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、『
鳴
琴
堂
印
藪
』

に
も
記
録
さ
れ
ず
確
証
が
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
以
外
の
文
献
に
は

「
鳴
琴
堂
」
と
「
天
賜
園
」
の
二
系
統
の
雅
号
が
使
わ
れ
て
い
る
。「
鳴
琴

堂
」
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た
が
、「
天
賜
園
」
は
『
鳴
琴
堂
印
藪
』

に
記
録
が
な
く
、
恐
ら
く
『
印
藪
』
成
立
の
天
保
十
一
年
以
後
に
こ
の
雅

号
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
蓮
池
文
庫
現
存
漢
籍
に

も
少
数
な
が
ら
「
天
賜
園
」
の
印
が
み
え
る
。
少
数
で
あ
る
こ
と
に
意
味

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
も
そ
も
「
天
賜
園
」
は
、
直
與
が
寺
社
奉
行
に
推
薦
さ
れ
た
お
り
宗

藩
の
妨
害
で
沙
汰
止
み
と
な
り
、
以
後
隠
遁
す
る
に
あ
た
っ
て
築
い
た
別

墅
の
名
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
直
與
の
「
雲
菴
道
人
歸
田
詩
碑
」
跋
文
に

よ
れ
ば
、
弘
化
二
年
致
仕
し
て
律
詩
十
篇
を
も
の
し
、
嘉
永
二
年
こ
れ
を

石
に
刻
し
て
天
賜
園
に
建
て
た
と
あ
る
。
天
賜
園
の
造
営
は
弘
化
嘉
永
の

交
代
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
目
に
「
天
賜
」
を
冠
す
る
文
献
は
こ
れ
以

後
の
命
名
で
あ
ろ
う
が
、『
天
賜
公
御
臨
書
』
の
よ
う
な
書
名
を
み
て
も

直
與
み
ず
か
ら
命
名
し
た
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
直
與
没
後
の
命
名
も
あ
ろ
う
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か
と
思
わ
れ
る
。
直
與
の
没
年
は
元
治
元
年
六
十
六
才
、
法
号
を
「
天
賜

院
殿
雲
庵
淙
樹
」
と
い
う
。
こ
の
方
号
か
ら
「
天
賜
公
」
の
尊
称
が
行
わ

れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
こ
の
点
『
續
目
錄
』
に
は
「
天
賜
公
」
尊
称
が

み
え
な
い
こ
と
か
ら
、
か
え
っ
て
『
續
目
錄
』
の
編
纂
が
直
與
存
命
中
の

こ
と
と
す
る
根
拠
と
も
な
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
『
續
目
錄
』
は

掲
載
文
献
数
が
極
め
て
少
な
く
、
直
與
自
身
の
編
著
書
も
み
え
な
い
。
そ

れ
に
対
し
て
「
旧
目
１
」
の
場
合
は
部
数
に
し
て
千
七
十
六
部
を
掲
載

し
、
直
與
編
著
書
も
十
七
部
を
数
え
る
。
恐
ら
く
『
續
目
錄
』
は
直
與
に

か
か
わ
る
何
ら
か
の
き
っ
か
け
後
急
遽
編
纂
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、「
旧

目
１
」
は
相
当
後
に
網
羅
的
な
編
集
を
意
図
し
て
成
立
し
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　
「
旧
目
３
」
に
は
『
鳴
琴
堂
樂
徵
』
四
十
冊
一
部
が
あ
る
の
み
で
、
こ

れ
は
「
旧
目
１
」
に
も
『
鳴
琴
樂
徵
』
四
十
冊
の
掲
載
が
あ
り
、
い
ず
れ

が
先
出
す
る
も
の
か
一
概
に
決
め
が
た
い
。『
經
籍
譜
』
に
お
い
て
『
鳴

琴
堂
詩
文
稿
』
の
補
記
に
略
称
『
鳴
琴
堂
稿
』
が
あ
り
、
こ
れ
が
「
旧
目

１
」
に
入
項
さ
れ
た
こ
と
と
、「
旧
目
３
」
の
『
鳴
琴
堂
樂
徵
』
に
対
し

て
「
旧
目
１
」
に
略
称
『
鳴
琴
樂
徵
』
が
あ
る
こ
と
を
対
応
さ
せ
れ
ば
、

略
称
を
用
い
る
方
が
後
発
で
あ
る
と
の
推
測
は
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　

・
同
名
書
の
冊
数
変
遷

　

同
一
書
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
書
名
が
、
各
目
録
に
著
錄
さ
れ
る
場

合
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
の
場
合
冊
数
に
変
化
が
あ
る
場
合
と
な
い
場
合

が
あ
る
が
、
原
本
は
完
備
し
て
い
る
も
の
の
時
間
の
経
過
と
と
も
に
減
少

し
て
い
く
の
が
一
般
的
傾
向
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
そ
う
し
た
傾
向
は
、

個
々
の
具
体
的
状
況
に
お
い
て
は
様
々
な
理
由
で
覆
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
以
下
の
結
果
は
ご
く
お
お
ま
か
な
推
測
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た

各
目
録
に
渉
る
著
錄
で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
同
一
冊
数
の
場
合
は
無
変
化

と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
変
化
の
あ
る
事
例
の
み
に
着
目
し
た
い
。
便

宜
上
各
目
録
を
以
下
の
略
称
で
示
す
こ
と
と
す
る
。

　
『
鳴
琴
堂
祕
藏
經
籍
譜
』
＝
Ｍ

　
『
鳴
琴
堂
續
藏
書
目
錄
』
＝
Ｚ

　
「
旧
蓮
池
文
庫
目
録
１
」
＝
１

　
「
旧
蓮
池
文
庫
目
録
２
」
＝
２

　
「
旧
蓮
池
文
庫
目
録
３
」
＝
３

個
々
の
事
例
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
Ｍ
は
十
冊
、
１
は
五
冊
、
２
は
四
冊

と
あ
る
場
合
は
Ｍ
を
最
多
数
と
し
、
２
を
最
小
数
と
す
る
。
あ
る
い
は
Ｍ

と
３
は
五
冊
、
Ｚ
と
１
は
２
冊
と
あ
る
場
合
は
、
Ｍ
と
３
を
最
多
数
と

し
、
Ｚ
と
２
を
最
小
数
と
す
る
、
と
い
っ
た
具
合
に
、
各
目
録
の
最
多
数

と
最
小
数
を
延
べ
数
で
み
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ

た
。
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Ｍ
最
上
位
＝
七
十
七　
　
　

最
下
位
＝
二
十
九

Ｚ
最
上
位
＝
七　
　
　
　
　

最
下
位
＝
五

１
最
上
位
＝
三
十
九　
　
　

最
下
位
＝
八
十
七

２
最
上
位
＝
二
十
五　
　
　

最
下
位
＝
四
十
七

３
最
上
位
＝
三
十　
　
　
　

最
下
位
＝
三
十
二

Ｍ
に
お
い
て
最
多
数
を
示
す
事
例
が
七
十
七
例
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
他
の

目
録
の
最
上
位
数
と
比
較
し
て
飛
び
抜
け
て
多
く
、
一
方
１
に
お
い
て
最

小
数
を
示
す
事
例
が
八
十
七
例
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
他
の
目
録
の
最
下
位

数
と
比
較
し
て
や
は
り
飛
び
抜
け
て
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
般
的
傾
向

か
ら
す
れ
ば
、
Ｍ
は
直
與
在
位
中
期
ご
ろ
の
蓮
池
藩
文
献
状
況
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
り
、
１
が
も
っ
と
も
後
期
の
文
献
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
各
数
値
に
関
す
る
詳
細
は
本

稿
末
尾
に
付
表
と
し
て
提
示
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
今
ひ
と
つ
の
史
料
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
旧
目
１
」

の
成
立
年
次
を
具
体
化
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
結
果
は
こ
れ
ま
で
述
べ
来

た
っ
た
内
容
と
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
、
受
容
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
「
旧
目
１
」
の
記
載
中
に
、40b/9

「
政
體
京
都
府
職
制
」
一
冊
と
、

49a/7

「
太
政
官
日
誌
」
六
冊
が
あ
る
。「
政
體
京
都
府
職
制
」
の
具
体
的

内
容
は
不
明
な
が
ら
、
お
そ
ら
く
京
都
府
の
政
治
的
職
制
に
関
す
る
内
容

と
思
わ
れ
る
。
明
治
維
新
に
か
か
わ
っ
て
京
都
府
の
成
立
が
何
時
か
と
い

う
と
、
慶
応
四
年
に
京
都
支
配
の
既
存
の
機
構
を
「
京
都
裁
判
所
」
と
改

名
し
、
さ
ら
に
同
年
中
に
「
京
都
府
」
と
改
名
し
た
こ
と
が
京
都
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
み
え
る
。
一
方
「
太
政
官
日
誌
」
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
慶

応
四
年
に
京
都
に
お
い
て
第
一
巻
が
発
行
さ
れ
、
明
治
十
年
に
廃
刊
と

な
っ
た
。
後
の
官
報
の
よ
う
な
も
の
で
、
政
令
の
報
知
等
に
よ
っ
て
政
局

の
安
定
を
図
る
効
果
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
二
点
は
い
ず
れ
も
慶
応

四
年
に
関
わ
っ
て
い
て
、「
旧
目
１
」
に
こ
れ
が
著
錄
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
本
目
は
間
違
い
な
く
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
以
降
の
成
立
と

い
う
こ
と
と
な
る
。
ち
な
み
に
鍋
島
直
與
の
没
年
元
治
元
年
（
一
八
六

四
）
か
ら
四
年
後
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

最
後
に
叢
書
と
各
目
の
著
錄
状
況
を
確
認
し
て
み
た
い
。
現
存
す
る
叢

書
は
八
種
で
冊
数
に
は
異
同
の
あ
る
も
の
も
あ
り
、
各
目
録
の
成
立
順
を

考
察
す
る
う
え
で
参
考
に
な
る
も
の
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。

　
『
十
七
史
』
と
『
通
志
堂
經
解
』
が
、
明
和
五
年
に
河
野
忠
右
衛
門
に

よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
Ｍ
に
お
い
て

『
十
七
史
』
に
つ
い
て
は
恐
ら
く
完
備
し
た
部
数
冊
数
を
示
し
て
お
り
、
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２
に
お
い
て
は
『
前
漢
書
』
が
二
冊
減
少
し
た
の
み
で
、
Ｍ
と
２
の
関
係

性
は
高
い
と
い
え
る
。
一
方
『
通
志
堂
經
解
』
は
い
さ
さ
か
不
備
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
が
、
内
閣
文
庫
本
の
百
四
十
六
部
に
関
し
て
は
、
Ｍ
が
百
四

十
二
部
で
差
は
四
部
に
す
ぎ
な
い
。
冊
数
の
差
は
大
き
い
が
製
本
の
方
法

に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
が
で
る
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
で
、
概
し
て
完
備

の
状
況
に
近
い
と
い
え
る
。
２
に
お
け
る
六
百
冊
は
当
然
概
数
を
述
べ
て

い
る
の
と
、
具
体
的
な
部
数
が
不
明
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
Ｍ
の
六

百
四
十
二
冊
と
六
百
冊
は
近
似
性
が
つ
よ
く
、
２
と
Ｍ
の
関
係
性
は
や
は

り
強
い
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
１
に
お
い
て
は
、『
十
七
史
』

と
『
通
志
堂
經
解
』
い
ず
れ
も
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

で
、
１
を
Ｍ
や
２
の
成
立
以
前
に
置
く
こ
と
は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
両
書
の
現
存
状
況
は
さ
ら
な
る
減
少
を
示
し
て
い
て
、
１
は
Ｍ
・
２
と

現
存
の
中
間
に
あ
る
も
の
と
す
る
の
が
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。

　
『
稗
海
』『
檀
几
叢
書
』『
龍
威
祕
書
』『
随
園
三
十
種
』『
知
不
足
齋
叢
書
』

に
つ
い
て
は
１
に
著
錄
が
な
い
が
、
１
編
纂
当
時
見
落
と
さ
れ
た
か
所
在

不
明
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
１
の
内
容
が
著
錄
文
献
の
種
類
や
冊
数

の
多
さ
に
反
し
て
、
内
容
の
分
類
や
編
集
意
図
等
の
杜
撰
さ
か
ら
み
て
、

そ
う
し
た
欠
陥
は
あ
り
得
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

こ
れ
ら
の
叢
書
類
は
２
編
纂
以
前
に
入
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
Ｍ

編
纂
時
以
後
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
Ｍ
に
備
わ
る
明
確
な
編

纂
意
識
と
漢
籍
に
お
け
る
四
部
分
類
の
活
用
、
叢
書
の
子
目
に
お
け
る
分

類
目
録
の
採
用
等
、
Ｍ
の
専
門
性
と
高
度
な
知
見
は
１
の
比
で
は
な
い
の

で
あ
る
。

Ｍ

Ｚ

1

2

3

現
存
（
内
閣
文
庫
冊
数
）

稗
海　

 

明
刊　

92
冊

97
冊
（
100
冊
）

十
七
史　

 

明
末
刊

17
部
242
冊

９
部
111
冊

17
部
240
冊

３
部
29
冊

通
志
堂　

 

康
煕
刊

142
部
642
冊

77
部
327
冊

600
冊

12
部
20
冊
（
146
部
720
冊
）

檀
几　
　

 

康
煕
刊

16
冊

16
冊
（
16
冊
）
○

漢
魏　
　

 

乾
隆
刊

10
帙

80
冊

80
冊
（
80
冊
）
○
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『
知
不
足
齋
叢
書
』
に
つ
い
て
は
Ｍ
よ
り
２
に
い
た
っ
て
激
増
し
、
現

存
に
い
た
っ
て
漸
減
し
て
い
く
が
、
Ｍ
か
ら
２
へ
の
変
化
に
つ
い
て
は
恐

ら
く
段
階
的
集
書
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
寄
贈
本
で
は
な
く
購
入

本
で
あ
る
た
め
の
措
置
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
Ｚ
に
つ
い
て
は
掲
載
文
献
が
極
め
て
少
な
く
、
３
に
つ
い
て
は
和

書
に
特
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
本
表
に
は
掲
載
す
る
資
料
が
な
い

こ
と
を
一
言
し
て
お
く
。

三　

各
目
録
史
料
の
成
立
に
関
す
る
見
解

　

最
後
に
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
蓮
池
鍋
島
藩
関
係
書
籍
目
録
の
史
料
と
し

て
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
以
上
の
検
討
か
ら
想
定
し
う
る
で
あ
ろ
う
見

解
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
筆
者
な
り
の
結
論
と
も
い
う
べ
き
も
の

で
あ
る
が
、
多
分
に
推
論
の
域
を
で
な
い
部
分
も
多
く
大
方
の
批
正
を
得

ら
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

蓮
池
鍋
島
藩
第
八
代
藩
主
鍋
島
直
與
（
寛
政
十
年
～
元
治
元
年
）
は
、

鍋
島
本
藩
藩
主
鍋
島
治
茂
の
第
四
子
と
し
て
出
生
、
十
八
才
に
て
蓮
池
藩

第
七
代
藩
主
鍋
島
直
温
の
養
子
と
な
る
。
養
子
縁
組
に
よ
る
藩
主
に
は
え

て
し
て
名
君
が
多
く
、
直
與
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で

は
様
々
な
藩
政
上
の
具
体
的
事
跡
に
は
触
れ
な
い
が
、
略
歴
を
示
し
て
お

き
た
い
。

龍
威　
　

 

乾
隆
刊

72
冊

74
冊

69
冊
（
80
冊
）
○

随
園　
　

 

乾
嘉
刊

不
明

25
冊
（
64
冊
）

知
不
足
齋 
乾
道
刊

32
冊

250
冊

136
冊
（
240
冊
）
○
一
部

説
鈴　
　

 
道
光
刊

32
冊

32
冊

32
冊

27
冊
（
24
冊
）

通
志
堂
＝
通
志
堂
經
解　
　

檀
几
＝
檀
几
叢
書　
　

漢
魏
＝
増
訂
漢
魏
叢
書　
　

龍
威
＝
龍
威
祕
書　
　

随
園
＝
随
園
三
十
種

知
不
足
齋
＝
知
不
足
齋
叢
書　
　

○
＝
鳴
琴
堂
印　
　

乾
嘉
刊
＝
乾
隆
嘉
慶
刊
本　
　

乾
道
刊
＝
乾
隆
道
光
刊
本
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寛
政
十
年　
　

鍋
島
治
茂
第
四
子
と
し
て
出
生

　

文
化
十
二
年　

蓮
池
藩
主
鍋
島
直
温
の
養
子
（
十
八
才
）

　

文
化
十
三
年　

第
八
代
蓮
池
藩
主
（
十
九
才
）

　

天
保
十
一
年　
『
鳴
琴
堂
印
藪
』
成
る
（
四
十
二
才
）

　

弘
化
二
年　
　

致
仕
（
四
十
七
才
）

　

同　
　
　
　
　

雲
菴
道
人
歸
田
詩
十
篇
成
る

　

嘉
永
二
年　
　

詩
碑
天
賜
園
に
建
つ
（
五
十
一
才
）

　

元
治
元
年　
　

没
（
六
十
六
才
）

　

こ
の
間
直
與
の
活
動
は
、
致
仕
以
前
も
以
後
も
大
差
な
く
継
続
さ
れ
た

ご
と
く
で
あ
る
。
そ
の
活
動
を
大
別
す
れ
ば
、

一 

漢
学
に
関
す
る
こ
と　

古
賀
侗
庵
の
講
書　

詩
文
会　

学
館
に

お
け
る
会
読
や
講
義

二 

和
学
に
関
す
る
こ
と　

歌
会
の
開
催

三 

藝
術
に
関
す
る
こ
と　

楽
器
演
奏
の
こ
と　

書
家
・
画
家
・
篆

刻
家
と
の
交
流

四 

武
術
に
関
す
る
こ
と　

砲
術　

弓
術　

槍
術　

馬
術
等　

特
に

後
半
生
に
至
っ
て
洋
式
砲
術
や
軍
事
演
習
等

と
い
っ
た
内
容
が
多
見
す
る
が
、『
經
籍
譜
』
の
著
錄
に
お
い
て
は
、
当

時
の
最
も
正
統
的
な
学
術
書
に
収
書
の
関
心
が
置
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
正
統
的
な
学
術
に
た
い
し
て
は
正
統
的
な
整
理
と
編
纂
方
式
が
採
用

さ
れ
、
学
術
的
人
材
も
確
保
さ
れ
た
結
果
が
『
經
籍
譜
』
な
の
で
あ
る
と

い
え
る
。
そ
こ
に
「
鳴
琴
堂
」
の
名
を
冠
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
学
術
や

藩
校
へ
の
重
点
の
有
り
様
と
、
直
與
の
藩
政
方
針
や
文
化
的
嗜
好
が
共
鳴

し
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
『
經
籍
譜
』
の
編
纂
は
直

與
藩
政
の
特
に
前
半
に
、
直
與
の
施
政
方
針
と
も
相
俟
っ
て
行
わ
れ
た
と

推
定
し
た
い
。
歌
会
等
に
つ
い
て
も
一
定
の
実
績
は
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
反
映
が
本
目
の
和
書
部
に
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

略
歴
か
ら
い
え
ば
、
弘
化
二
年
の
致
仕
は
い
か
に
も
唐
突
で
あ
る
が
、

幕
府
よ
り
寺
社
奉
行
職
の
委
嘱
が
な
さ
れ
た
に
つ
い
て
、
本
藩
か
ら
の
妨

害
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
た
こ
と
に
関
わ
る
行
動
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
同

年
に
歸
田
詩
十
篇
を
な
し
た
の
は
そ
の
鬱
懐
を
述
べ
た
も
の
に
違
い
な

く
、
致
仕
と
い
う
異
常
な
行
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
『
續
目
錄
』
が
作
ら

れ
た
と
考
え
る
の
が
、
最
も
自
然
な
見
方
で
は
あ
る
ま
い
か
。
著
錄
さ
れ

た
文
献
の
少
な
さ
や
記
述
の
混
乱
等
、
権
威
あ
る
目
録
の
続
編
と
し
て
の

自
負
も
窺
わ
れ
な
い
。
現
状
で
の
『
經
籍
譜
』
以
後
の
収
書
を
補
記
す
る

目
的
で
、
急
遽
作
ら
れ
た
杜
撰
さ
の
目
立
つ
目
録
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
直
與
自
身
は
致
仕
後
も
精
力
的
な
活
動
を
継
続
し
、
同
時
に
漢

学
・
和
学
・
藝
術
活
動
も
旺
盛
に
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
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て
こ
れ
ら
に
関
す
る
文
献
の
収
集
も
致
仕
以
前
に
も
増
し
て
実
施
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
成
果
が
「
旧
目
２
」
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
か
ん
が

え
る
。「
旧
目
２
」
は
冒
頭
に
「
法
帖
部
」「
譯
書
部
」「
海
防
部
」
を
連
ね
、

つ
い
で
「
經
傳
部
」「
史
乘
部
」「
諸
子
部
」「
詩
文
部
」「
醫
方
部
」
ま
で

が
お
お
む
ね
漢
籍
で
あ
る
が
、
四
部
分
類
末
尾
に
医
書
を
附
記
し
た
点
、

独
自
の
観
点
が
み
ら
れ
る
。
最
後
に
「
古
書
部
」
を
置
い
て
和
書
を
古
典

籍
で
締
め
く
く
っ
た
。「
法
帖
部
」
は
古
今
の
能
筆
を
集
め
た
も
の
で
、

直
與
の
芸
術
的
嗜
好
に
対
応
す
る
部
分
、「
譯
書
部
」
と
「
海
防
部
」
は

幕
末
維
新
に
か
か
わ
る
社
会
的
要
請
と
武
術
に
関
す
る
直
與
自
身
の
関
心

や
嗜
好
と
対
応
す
る
部
分
、
次
い
で
「
經
傳
部
」「
史
乘
部
」「
諸
子
部
」「
詩

文
部
」「
醫
方
部
」
は
四
部
分
類
に
医
学
を
附
記
し
た
『
經
籍
譜
』
の
継

承
部
分
、「
古
書
部
」
は
「
譯
書
部
」「
海
防
部
」
が
当
代
的
な
関
心
に
応

じ
る
の
に
た
い
し
て
古
典
的
関
心
に
対
応
す
る
部
分
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。「
旧
目
２
」
は
全
体
と
し
て
和
書
も
巻
き
込
ん
だ
分
類
目
録
の
体
裁

を
と
り
、
そ
の
点
で
も
『
經
籍
譜
』
の
改
編
型
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
目

の
成
立
は
致
仕
後
い
つ
頃
ま
で
下
り
う
る
も
の
か
判
断
に
苦
し
む
の
で
あ

る
が
、
元
治
元
年
直
與
逝
去
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
し
て
は
考
慮
し
う
る

か
も
し
れ
な
い
。
筆
者
が
調
査
し
た
掲
載
書
の
年
代
と
し
て
は
、
海
防
関

係
書
に
安
政
三
年
の
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
ま
で
は
下
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
な
お
下
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
用
紙
は
装
飾
的

な
も
の
で
、
筆
跡
も
し
っ
か
り
し
た
楷
書
で
あ
る
。

　
「
旧
目
３
」
は
和
書
に
特
化
さ
れ
た
も
の
で
、
し
か
も
分
類
が
な
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
な
り
の
編
集
方
針
に
則
っ
た
目
録
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
旧
目
２
」
の
和
書
が
当
代
的
関
心
と
し
て
か
な
り
限
定
的
に
選
択
さ
れ

た
和
書
と
古
典
籍
で
あ
っ
た
た
め
、
よ
り
一
般
的
な
雑
多
な
和
書
に
つ
い

て
は
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
た
気
味
が
あ
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
本
目
は
、「
物

語
部
」「
歌
書
部
」「
随
筆
部
」「
雜
書
部
」「
柳
營
」「
地
圖
部
」「
書
畫
部
」

「
火
術
部
」「
衣
冠
部
」「
傳
書
部
」「
樂
書
部
」「
神
書
部
」「
佛
書
部
」
と

い
う
、
か
な
り
網
羅
的
な
構
成
を
と
る
。
そ
の
こ
と
が
意
識
し
て
な
さ
れ

た
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
目
の
編
纂
は
「
旧
目
２
」
に
遅
れ
る
編
纂
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
書
写
の
用
紙
や
筆
跡
に
つ
い
て
は
「
旧
目
２
」
同

様
に
明
晰
な
も
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
「
旧
目
１
」
が
残
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
明
確
な
下
限
が
あ

り
、
明
治
四
年
が
そ
れ
に
あ
た
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
た
だ
し
こ
の
場

合
も
、「
旧
目
１
」
が
ど
う
い
う
理
由
で
編
纂
さ
れ
た
か
は
や
は
り
明
確

で
は
な
い
。
本
目
の
筆
跡
は
か
な
り
乱
暴
な
も
の
で
、
判
読
に
苦
し
む
と

こ
ろ
も
あ
る
。
和
漢
書
混
合
で
あ
る
と
同
時
に
一
切
分
類
が
な
い
。
こ
う

し
た
と
こ
ろ
も
本
目
が
と
り
あ
え
ず
ざ
っ
と
存
目
を
並
べ
た
も
の
の
よ
う

に
思
わ
せ
る
根
拠
と
な
ろ
う
。
直
與
自
身
の
編
著
書
も
か
な
り
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
、
実
際
に
目
録
と
し
て
の
利
用
価
値
と
し
て
は
希
薄
な
の
で
は
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な
い
か
と
も
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
廃
藩
置
県
に
と
も
な
う
世
情
の
混
乱

も
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
多
々
検
討
を
加
え
た
結
果
と
し
て
は
、
明
確
な
判
断
を
示
せ
た
部

分
は
少
な
い
。
推
論
や
仮
定
な
ど
に
よ
る
判
断
も
含
ま
れ
る
が
、
一
応
結

論
と
し
て
各
目
録
の
編
纂
時
期
に
つ
い
て
の
想
定
を
復
誦
し
て
お
き
た

い
。

　
『
鳴
琴
堂
祕
藏
經
籍
譜
』　

天
保
後
期
か
ら
末
年
ご
ろ
ま
で

　
『
鳴
琴
堂
續
藏
書
目
録
』　

弘
化
二
年
直
後
ご
ろ

　
「
旧
蓮
池
文
庫
目
録
２
」　

弘
化
二
年
以
後
元
治
ご
ろ
ま
で

　
「
旧
蓮
池
文
庫
目
録
３
」　

元
治
前
後
ご
ろ

　
「
旧
蓮
池
文
庫
目
録
１
」　

明
治
四
年
以
降
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付表　各目録同名書の冊数変遷
略号説明
Ｍ＝鳴琴堂祕藏經籍譜　Ｚ＝鳴琴堂續藏書目録　
１＝旧蓮池文庫目録１　２＝旧蓮池文庫目録２　３＝旧蓮池文庫目録３
Ｍ最大数例
Ｍ＞１＝22　Ｍ＞１・２＝３　Ｍ＞１＞２＞３＝３　Ｍ＞１・３＝８　Ｍ＞１・Ｚ＝１
Ｍ＞１＞２＝１　Ｍ＞１＞３＝１　Ｍ＞１・２＞Ｚ＝１
Ｍ＞２＝21　Ｍ＞２＞１＝２　Ｍ＞２＞３＞１＝１　Ｍ＞２＞１・Ｚ＝１　Ｍ＞２・３＝１
Ｍ＞３＞１＝１　Ｍ＞Ｚ＞１＝１　Ｍ＞１・Ｚ＞２＝２
Ｍ・２＞１＝１　Ｍ・２＞１・３＝１　Ｍ・２・３＞１＝１　
Ｍ・３＞１＝２　Ｍ・３＞１・２＝１
Ｍ・Ｚ＞１＝１

計77
Ｚ最大数例 
Ｚ＞１＝５　Ｚ＞１・３＝１　Ｚ・１＞Ｍ＝１

計７
１最大数例
１＞Ｍ＝５　１＞２＝８　１＞３＝12　１＞Ｚ＝２　１＞３＞２＝２　１＞２・３＝１
１・２＞Ｍ＝４　１・２＞３＝１　１・３＞Ｍ＝２　１・３＞２＝１　１・Ｚ＞Ｍ＞２＝１

計39
２最大数例
２＞Ｍ＝14　２＞１＝６　２＞３＝２　２＞１・３＝１　２・３＞１＝２

計25
３最大数例
３＞Ｍ＞２＝１　３＞１＝22　３＞２＝３　
３＞Ｍ・１＝２　３＞２・１＝１　３・１＞Ｍ＝１

計30
Ｍ最小数例
１＞Ｍ＝５　２＞Ｍ＝14　１・２＞Ｍ＝４　１・３＞Ｍ＝２　３＞Ｍ・１＝２　３・１＞Ｍ＝１
Ｚ・１＞Ｍ＝１

計29
Ｚ最小数例
Ｍ＞１・Ｚ＝１　Ｍ＞１・２＞Ｚ＝１　 Ｍ＞２＞１・Ｚ＝１　１＞Ｚ＝２

計５
１最小数例
Ｍ＞１＝22　Ｍ＞１・２＝３　Ｍ＞１・３＝８　Ｍ＞１・Ｚ＝１　Ｍ＞２＞１＝２　
Ｍ＞２＞３＞１＝１ Ｍ＞２＞１・Ｚ＝１　Ｍ＞３＞１＝１　Ｍ＞Ｚ＞１＝１　Ｍ・２＞１＝１　
Ｍ・２＞１・３＝１　Ｍ・２・３＞１＝１　Ｍ・３＞１＝２　Ｍ・３＞１・２＝１　
Ｍ・Ｚ＞１＝１
Ｚ＞１＝５　Ｚ＞１・３＝１　 
２＞１＝６　２＞１・３＝１　２・３＞１＝２　
３＞１＝22　３＞Ｍ・１＝２　３＞２・１＝１　

計87
２最小数例
Ｍ＞１・２＝３　Ｍ＞１＞２＝１　Ｍ＞２＝21　Ｍ＞１・Ｚ＞２＝２　 Ｍ＞２・３＝１　
Ｍ・３＞１・２＝１　Ｍ・３＞１＝２
１＞２＝８　１＞３＞２＝２　１・３＞２＝１　１・Ｚ＞Ｍ＞２＝１　
３＞Ｍ＞２＝１　３＞２＝３

計47
３最小数例
Ｍ＞１＞２＞３＝３　Ｍ＞１・３＝８　Ｍ＞１＞３＝１ Ｍ＞２・３＝１　Ｍ・２＞１・３＝１
Ｚ＞１・３＝１　
２＞３＝２　２＞１・３＝１ 
１＞３＝12　 １＞２・３＝１　１・２＞３＝１

計32


